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　アクティブ・ラー
ニングというワード
がここ数年で当たり

前のように使われるようになりました。
　職員として仕事をし始めて8年経ちま
すが、私が学生の頃はゼミを除けば、
ほとんどが講義型の授業であったため、
初めは『アクティブ・ラーニング』＝『グ
ループワーク型の講義』という捉え方を
していました。
　しかし、3年ほど前から業務で「コラ
ボレーションコモンズ（2013年4月より
凜風館1階に開設）」の準備・運営に関

わっていく中で、ひとえにアクティブ・
ラーニングと言っても、グループワーク
のように複数人意見を出し合う形態もあ
れば、プレゼンテーションのようにある
テーマについて個人で情報を整理して発
表を行う形態などもあり、さまざまな捉
え方があることに気づかされました。
　現在、関西大学にはアクティブ・ラー
ニングを支援する施設（ラーニング・コ
モンズ）が複数あり、学部を問わず多く
の学生さんが目的に応じてそれぞれの施
設を利用してくれています。
　凜風館1階に「コラボレーションコモ

ンズ」を開設して3年が経過し、初めの
頃は『どのように利用したら良いのだろ
う？』という学生さんが多かった気がし
ますが、今は正課・正課外を問わず積
極的に活用してくれており、担当者とし
ても非常に嬉しく思っています。
　積極的に自分から動くことで、さまざ
まなことを学べるのが大学だと思いま
す。
　自分から動くというのは、なかなか難
しいことかもしれませんが、学内にある
ラーニング・コモンズが一つのきっかけ
となれば幸いです。　　　　　　（裕）
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●LAの自主企画によるワークショップを開催
　誰もが楽しめるグループワークを目指す「バリアにねこぱんち！ちゃれにゃんずワークショップ」が開催されました。
テーマは、10月が「聴障学生とグループワーク」、11月が「グループワークの先入観」でした。また、11月にはワークショッ
プを通じて、幸せとは何か、自分にとっての幸せを考え直す「HAPPINESS IS･･･」が開催されました。

●他大学のLAとの交流が
　始まっています
　秋学期よりLA制度をスタートさせた園田学園女子
大学と、研修（9月に千里山キャンパス、10月に高岳
館（合宿形式）で開催）や実習をかねた授業見学な
どの密な交流が始まっています。

●聖路加国際大学で登壇しました
　（11月12日）
　聖路加国際大学で開催された講演会・ワークショッ
プに、本学のLAが招聘されました。先方のLAとの
交流も始まっています。 Kansai University Center for Teaching and Learning
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大学の原点
　旧聞に属することで、しかも私事である
ので、ここに披露するのは恐縮至極なのだ
が、読者諸賢のご海容を賜りたい。今か
ら20年前、当時のIDE（民主教育協会）
会長の肝煎りで合衆国北東部に高等教育
関係機関を訪問する機会を得た。折しも
学士課程教育の新たなパラダイム “From 
Teaching to Learning” がアメリカの大
学界を賑わしはじめた頃である。
　訪問先の一つであるM.I.T.では「FDを
どのようなものだとお考えでしょうか」と尋ね
られ、教師の教育力の向上を目指す組織
的な取り組みと応じると「それはもう旧い考
え方ですよ」と即座に修正された。日本の
高等教育界でフロントランナーを目指さなけ
ればならない立場にあった同行の諸先輩は
自国の遅れを痛感したと後に述懐された
が、若輩の自分は新しい時代の訪れを告
げる、刺激に満ちた考え方だと感じた。
　この他にも印象的だったことがある。くだ
んのM.I.T.はスローンビジネススクールな
ど、人文社会科学分野の教育研究機関を
擁するが、それに伴って校名が変更される
ことはなかった。創設当時の理念、魂を忘
れないためだと教えられた。当初は教員養
成機関、現在は大学院であるコロンビア大
学のTeacher’ s Collegeも同様である。ア

メリカの大学界における「革新」と「守旧」
二つのフェーズを垣間見たと、この時は感
じた。
　ひところ、自校教育が脚光を浴びた。現
在も綿 と々その営為が継承されているはず
である。学生に限らず、自分の所属する
教育機関の歴史、創設時の想い、それを
知ることは大学が自分にとって安心できる居
場所であることを確認するために不可欠な
営みである。さはさりながら、わたくしたち
は果たして自ら奉職する大学の、勤務校
ではなく、制度としての原点を確認すること
があるだろうか。
　11世紀のボローニャでは、ヨーロッパ各
地から街の法学者の下に集まった探究心
旺盛な学生が出身地別に作った学生団体
を基に「自治 的な組 合（Universitas）」
が結成された。世界最初の大学の誕生で
ある。当時、ボローニャ大学の学長は学
生から選出され、教授の人選・授業内容・
給料は学生組合が決定した。つまらない
講義や聴講者の少ない講義には罰金が科
せられ、改善が見られない場合には免職
が伝えられることもあった。
　組合結成の宣言書には、学生の許可な
く休講してはならないこと、始鈴・終鈴に
従うこと（但し、説明が終わっていない場

合にはその限りにあらず）など、現在にも
当てはまる（当てはめるべき）内容が記さ
れている。他方、「学問について一から十
まで丁寧に講義すべし」と、知識や情報
へのアクセスが往時とは比較できないほど
進化している現在では見直しが迫られる項
目もある。しかしいずれにしてもここに通底
しているのは「学生が中心」であるという
ことだ。
　先に述べた新しいパラダイムの要諦は、

「学習を創発する機関」として大学を位置
づけ、「学生中心主義」を高らかに唱えた
ことにある。しかしそれは全き革新ではなく、
大学の原点に立ち返った上で、今昔の違
いを斟酌し、将来を見据えた設計図を描
いたもの、すなわち、伝統の創発的復活
である。
　念のために書き添えておくが、学生中心
主義とは学生を消費者に見立て、顧客の
優遇を図るということでも、手取り足取り懇
切丁寧に指導・教授するということでもな
い。学びの苑にある者なら誰しもが携えて
いる知的好奇心を尊重し、これを刺激する
こと、それが大学誕生時の理念、魂を忘
れぬことだと筆者は心得て、まだ見ぬ彼の
地に思いを馳せること、しばしばである。
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LA活動報告
Learning Assistant 教育開発支援センターからのお知らせ

ラーニング・コモンズで
ラーニングCaféをOPENしています！
　教育開発支援センターでは今学期も毎
週水曜日に「ラーニングCafé」を開催し
ています。「ラーニングCafé」は、アカ
デミックスキルを学ぶミニ講座・ワーク
ショップとして2013 年度にスタートしまし
た。以来、リーディングやプレゼンテーショ
ン、ノートテイクなどのテーマで開催して
きましたが、今学期は、単にスキルを身
につけるだけではなく、そのスキルをどの
ように自分の学びに活かすかを考えるよ
うな内容へと、少しずつバージョンアップ
を図っています。　
　また今学期は図書館と共催して、図書
館ラーニング・コモンズ、ワークショップ
エリアにおいてラーニングCaféをOPEN
しています。図書館に開設された新たな
学びの空間に、学習支援の息吹を吹き込
み、学生たちの主体的な学びのサポート
をしております。
　10月は佐々木知彦研究員による、速読
やクリティカル・リーディング、精読といっ
た、いくつかの読み方を体験することで、
自分と読書の関係を考えました。11月は、
授業でLA（ラーニング・アシスタント）
を務める学部生が担当し、文章要約やグ
ループワークのポイントを学びました。

学生同士で学びあうピアラーニングのスタ
イルです。12月は岩﨑千晶准教授による
電子黒板を活用したプレゼンテーション
に関するCaféを実施しました。
　また「教職ラーニングCafé」も開催し
ています。教職志望の学生が集まり、教
育実習の様子や教職を目指す理由、教育
への思いなどについて意見を交換する場
です。毎年採用試験に合格した学生が
講師としてその経験談を話してくれる場で
もあります。

　3月には卒論を書き終えた4回生が、
その体験談を基に下級生らと話し合う

「卒論 Café」も予定しています。どれも
学部の垣根を越えて、気軽に学べる機会
です。リピーターの学生さんも見られる
ようになりましたので、今後もより良い学
習支援の場を広げて参ります。ぜひ学生
さんに勧めて頂きますようよろしくお願い
します。
（教育推進部　佐々木知彦、岩﨑千晶）

　秋学期も、本学Learning Assistant（LA）学生が授業内外のさまざまな場面で活躍しています。今回は、授業
外での活躍の一部をご紹介します。詳細は、CTLのWebサイト（http://www.kansai-u.ac.jp）または、平成28
年発行予定のAPニューズレターをご覧ください。

高岳館LA合宿

聖路加国際大学ワークショップ

園田学園女子大学LAの実習の様子 LA活動の視察

ワークショップの様子① ワークショップの様子②


